
(John Wiley, New York, 1978) 303-312 

[7 J T. Terano et al. Diagnosis of Engine Troｭ

uble by Fuzzy Logic , Proc. 1978 IFAC 

World Cong. , Helsinki 

[8 J T. Tashiro et a l., Inverse of Fuzzy Corre 

spondence and Evolutionary Diagnosis , Proc. 

1978 Int. Conf. Cybernetics and Society, 

Tokyo 

[9J 塚本，団代， Fuzzy逆問題の解法，計測自動制御

学会論文集， 15巻 (1) ， 20-25 , 1979 

[10J 塚本 Fuzzy 推論について， 数理科学ラ月号，

28-33, 1979 

[1 1]田辺， Fuzzy理論を用いた故障診断システムの研

兜;東京工業大学術j御工学科寺野研究室報告書，1~79

[12J 鬼沢他，あいまい推論を用いた歯科診断，第20回

計測自動制御学会学術講演会， 1981 

[13J M. Sugeno, Fuzzy Measures and Fuzzy.Inｭ

tegrals: A Survey, in Fuzzy Automata and 

Decision Processes, North Holland 1977 

[14J Y. Tsukamoto et a l., An Application of 

Fuzzy Integral to Medical Diagnosis , (to 

appear) 1982 IF AC Symp. Theory and Applｭ

ications of Degital Control , 1982, New Delhi 

[15J D. Dubois and H. Prade , Fuzzy Sets and 

Systems: Theory and Applications , Acadeｭ

mic Press , 1980 

告報会部究研

議参実施理論

・ 4 月例会 4 月 18 日(土) 13:30-16: 30 東京工業大

学(長津田キャンパス)出席者: 15名

ORjMS実施研究論文内容の整理および分類について

恨本委員(青学大)報告にもとづいて検討会を行なった.

なお分科会を 4 月 4 日(士) 13:30-16:30 東京工業

大学(長津田キャンパス)にてシステム開発の成功，失

敗の影響要因の整理・検討を行った. (加藤委員(日本

1 BM) 担当)

・ 5 月例会 5 月 23 日(土) 13:30-16:30 東京工業大

学(長津田キャンパス)出席者: 14名

Steven Alter の Decision Support Systems，第

1 :章およびケース 1 ， Connoisseur Foods : The Introｭ

duction of Modeling and Data Retrival Capabiliｭ

ties について太田委員(東工大)の担当により講読会を

行なった.

なお分科会を 5 月 2 日(土) 13:30-16:30 東京工業

大学(長津田キャンパス)にて行なった.テーマは“情

報処理パラダイムに関する実証研究結巣報告太田委

員(東工大)担当)であり，実施問題を情報処理パラダ

イムでの見方を適用した考え方を議論，検討した.

・ 8 月例会 6 月 27 日(J-.l 13:30-16:30 東京工業大

学(長津田キャンパス)出席者: 16名

S. Alter の D. S. S. , 第 l 章のケース 2 ， Great 

Eastern Bank : A Portfolio Management について

704 (16) 

山田委員(産能大)の担当，ケース 3 ， Gotaas-Larsen 

Shipping Corporation: A Corporate Planning 

System について野尻委員(東工大)の担当により，そ

れぞれ講読を行なった.

なお分科会を 6 月 6 日(土) 13:30-16:30 東京工業

大学(長津田キャンパス)にて行なった.“システム実施

の成功・失敗概念"について分科会メンパ}全員による

プレインストーミングを行なった.

・ 7 月例会 7 月 11 日(土) 13:30-16:30 東京工業大

学(長津田キャンパス)出席者: 18名

S. Alter の D. S. S.，第 2 章 A Taxonomy of 

Decision Support Systems について根本委員(育学

大)の担当，第 3 草: Using Decision Support Systems 

of Increase the Effectiveness of Individuals につ

いて川瀬委員(慶応大)の出当により，それぞれ講読を

行なった.

なお分科会を 7 月 4 日 L+:) 13:30-16:30 東京工業

大学(長津田キャンパス)にて行なった. 6 月の分科会

において行なったブレインストーミングの結果を分科会

メンバー各自まとめた結果を報告した

・ 9 月例会 9 月 19 El (土) 13:30-16:30 東京工業大

学(長津田キャンパス)出席者: 15名

S. Alter の D. S. S.，第 4 章 Patterns of System 

Usage について井上委員(日本電気)の担当， 第 5 章

Difficulties in System Usage について前野委員(東

亜燃料)の担当により，それぞれ講読を行なった.

なお分科会を 9 月 5 日(士) 13:30-16:30 東京工業

大学(長津田キャンパス)にて行なった.“システム実施

の成功・失敗の評価論" (山田委員(産能大)担当)につ

いて報告，検討が行なわれた.
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2毒事 (1~75)

[l1J D. Dubois and H. Prade : Operations on 

Fuzzy Numher, lnt. J. 01 Systems Sciences, 
9, 6, 613-626( 1 事78)

日 2] D. Duhois and H. Prade: Systems of Linear 

Fuzzy Constrains, Fuzzy Sets and Systems, 
3, 37向48(1980)

[13] H. J. Zimmermann: Fuzzy Programming 

and Lin母車rProgramming wﾎth Several Ob恥

jective Functioris, Fuzzy Sets and Syst抑制

" 45-55(1978) 

[14J G. Wied母y and H. J. Zimmermann: Media 

Sel容はìon and Fuzzy Linear Pro事rammîn草，

Journal 01 the Operational Research Societ，グ，

29, 11 , 1071-1084(1978) 

日訂正1. Hamacher : Uber logish母 Ver玩nüpfun叩

事告n unscharfer Au宰sagen und d母ren Zug母明

記hõrigen Be曹邑rtungsfun註tionen， working 

番勝箆本における社会システム分析
・ 9事15回日時: 56年10月 24 日(土) 14:00-17:00 

場所:小野勝童家事務所会議議 参会者 S名

議題 z 経常戦聖書と経営戦力 (Conti治gen記y Pla泣ぉぬg の

見地から) 奥村議長次郎 C!l主総主主大学)

われわれが戦略(Strategy or Grand Strategy)を考

える時，社会システムとは切っても切れない関係にある

ことはぎをまたないが，これと戦カ(Fighting Power) 

および資総 (R母sourees) との関連をどうとらえたらよ

いか， 今後の Eヨヌドの情勢を考える場合の Contiお話ency

Plannin草への示唆を与えるメソドロジ}が待られたー

場経営コンサルタント

・量廃1意図 録時: 10r.l3 at士) 14:00-17:00 場所:

東京都勤労機株会館 テーマ:企業における情報システ

720 (32) 

paper No.75/14 Lehr,stuhl f� Unternehｭ

mensforschung, RWTH Aachen(975) 

[16J E.Tak唱da: Multiple Ohjective Linear Proｭ

gramming Problems with Fuzzy Domination 

Structures, Workin富 Paper No.46 , Institute 
of Economic Res暗arch， Kobe Univ器rsity of 

Commerc母(1978)

[17] E. Takeda and T.Nishida: Multiple Criteｭ

ria Decision Problems wﾎth Fuzzy Dominaｭ

tion Stuctures, Fuzzy Sets and Systems, 3, 

2, 123-136(1980) 

[18J G.Somm邑r and M. A. Pollatsch母k: A Fuzzy 

Programming Approach to an Air Pollution 

R母gulation problem, Progress in Cybern母tics

and System Research Vol. m ed�ed by R. 
Trappl , G. J ‘ Klir and L.Ricciard. Hemiｭ

sphere Puhl. Corp. pp.303-313(1978) 

ム部門;杉聖子機{新臼鉄矯毅システム部}

はじめの聞は総務部や経理部に所属していたが，現在

では，独立の f情報システム書官j となった.そして企業

活動の 1 つの望書ゆるなめ)としてますます，その重要

さな増しつつある.これからは情報活動のや心として，

社内のシンク・タンクそして，企業内コンサルタントと

して，業務にはげみ，ますます策献皇室を高めたいと心が

けている，

場噂捜システム
・ 10}警告曜会 お時: 10tl2113 (:(/c) 18:00町20:00

場所:日科技漆参加者: 5 名

テーマ: Age replac母ment with random failure 

distribution :蔵野正美(千葉大)

未知パラメータをもっマルコフ決定過程において，長

期期待平均費用さま準のもとで最適適応政策を Rose等は

forc吋-choice cycle の考え方を用いて構成し t.:. こ

の方法を鴻いて failure distribution が米知の場合の

畠ge r記placement proるler誌において最適適応政策を構

成できることを示した.
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それはいくつかのプロダクト・オベレーションを

使うということである.私はむしろファジィ概念

を使用することを好む.このことは，確実性をフ

ァジィ概念で表現することを意味している.

以前私は，世界中の主要な港湾建設の問題にシ

ミュレーションを使用したが，一般に貿易港に関

する諸問題は非常に複雑である.現在，シミュレ

ーションを行なうに当って，ファジィ・データと

ランダム・データのハイブリッド・オベレーショ

ンを使っている.これは港湾建設のシミュレーシ

ョンのために良い方法である.おそらく，将来に

おいて，このアイデアを改良するために，新しい

方法や方向が示されよう.ラプラスの観点からの

確実性は，すべての問題に対して，満足のできる

ものではない.したがって，ラプラスの観点から

の使用には十分な注意が必要である.

確率論とファジィ集合論のコンビネーションに

よって多くの有益な概念が形成される.たとえ

ば，私はファジィ性の概念を導入して，新しいデ

ルファイ法を提案した.さらに多くの状況につい

て，フ 7 ジィ性とランダム性のコンビネーション

を考えることができる.たとえば，人間の忘却の

問題，医療診断の問題等があげられよう.

文責者あとがき

今回の講演では，確率概念とファジィ概念のコンビネ

ーションの問題について，具体的な方法とその応用につ

いて論じられた.ここでは講演の要旨をまとめたので.

ファジィ測度 max-min 演算，ハイブリッド演算，確

率集合論についての詳細は次の文献 [2J[IJ[3J を参

照されたい.

参ラ考文献

[ 1 J A. Kaufmann : Introduction to Theory of 

Fuzzy Sets( 4 volumes) , Masson-Paris and 

Academic Press, 1975-1977 

[2J 菅野: Fuzzy 測度と Fuzzy 積分，計測自動制御

学会論文集， 8, 2, 218-226(1972) 

[ 3 J K. Hirota : Concepts of probalilistic sets, 

Fuzzy sets and Systems 5, No. 1, 3ト46(1981)

(文責:東京工業大学システム科学専攻野尻秀之)

告報4一
品

部究研

議参混雑現象と待ち行列
・第 3 回 日時 6 月 27 日(土) 14:00-17:00 場所:

東京工大(大岡山キャンパス)南棟 5 階 55ラ号室 出席

者: 25名

(1) 港湾に関連する混雑現象と待ち合せ問題

奥山育英(運輸省港湾技研)

港湾における船舶，荷役機械等の混雑現象の実態と待

ち行列モデルにもとづくその対策法について論じた.

(2) 点過程と待ち行列ー直観的解説一

宮沢政清(東京理科大)

パルム測度の理論を用いて，客ごとに定まる量と任意

時点で定まる量との関係について論じた.

・第 4 回 日時: 7 月 25 日(士) 14:00-17:00 場所:

東京工大(大岡山キャンパス)南棟ヲ階 555号室 出席

者: 21名

728 (40) 

(1) 電話トラヒック変動と設備設計

原田要之助(武蔵野通研)

変動するトラヒッタのどのレベルをとらえて接続品質

を規定するかとし、う問題と，短時間変動にもとづく品質

評価の問題について考察した.

(2) Laguerre 変換について

住田潮 (Syracuse 大)

Laguerre 変換の定義と応用確率モデルへの応用につ

いて解説した.

(3) 論文紹介 森雅夫(茨城大)

・第 5 回 日時: 9 月 19 日(土) 14:00-17:00 場所:

東京工大(大岡山キャンパス)南棟 5 階 555号室 出席

者: 25名

(1) CVS駅部および交差部近傍における待ち行列

中田勝啓(玉JII大)

(2) ゲートのある待ち行列 村尾洋(武蔵野通研)

情報処理システムでは，装置およびプログラムの動作

特性から，全体として，確率的な動きと確定的な動きの

混合した挙動を示す.このようなシステムをゲートのあ

る待ち行列モデルとしてとらえることを試みた.

(3) 論文紹介 川島武(防衛大)
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| アォーラム

経営・政策科学研究科は，そこにいる学生もまた教官

も，日本の他の大学に例をみないほど高い異質性をもっ

ている.この何ものにもかえがたい環境の中での自己啓

発，相互啓発こそが高い価値をもつのである.このこと

は，狭い専門領域の成果の一方的伝達に終始しがちであ

った従来の大学教育への挑戦といえる.そしてこの挑戦

によってのみ，オベレーションズ・リサーチの真の教育

が可能になるとわれわれは考えているのである.

筑波大学経営・政策科学研究科についてのメモ

1. 所在地: 305 茨城県新治郡桜村天王台 1ー l

(0298-53-5178) 

2. 入学:定員50名，応募資格: 4 年制大学の卒業者

および卒業見込者.入試は毎年10月に行な

研究部会報告

義務予測とその周辺課題務

7 月 4 日 5 白 湯桧曽にて合宿，親睦も兼ねて，

以下要領で行なった.出席者 8 名

内容

ア)輸送波動の周期性分析:村中

イ)ファクシミリ予測事例:荒木

ウ)在庫基準のサーピス率に対する変化:浪平

エ)文献紹介:小野

オ) TIMS 予測j文献のまとめ方について協議

2 7 月 29 日(水) 場所:早大システム研15F

出席者: 9 名

内容電力需要とその予測森清(電力中研)

電力消費量の期待値は気温に依存するとし，ピ

ークは順序統計量により予測理論を展開.

・第15回 日時 9 月 16 日(水) 18:00-20:30 場所:

早大システム研出席者: 8 名 内容: TIMS文献輪読

(1)絶対誤差基準による時系列分析と予測:上回

(2) 長期予測の効用:浪平

@創造性開発の数学宅デルとCBD番多

• 9 月例会 日時: 9 月 16 日(水) 15:00-17:00 場所

742 (54) 

う. (2 月に行なう場合もある)

3. カリキュラム: I必習J :数量分析実習， I基礎科

目 J :モテ。ノレ分析， シミュレーション， 数

理計画，マグロ経済学， ミクロ経済学，計

量経済学，社会調査論，政治分析，社会心

理学，統計解析など 17 科目. I専門科目 j

生産管理システム，企業環境分析，組織計

画， 投資決定論， 需要分析， 経営科学特

講，政策分析，経済計画，資源計画，都市

地域計画，国際開発計画，政策科学特講な

ど30科目.なお修了の要件として修士論文

を課している.

: 22森ビル 出席者: 10名 テーマ:パターン認識とイ

メージ 講師:上坂吉則(東京理科大学)

図形を見るとき，われわれの視覚は分節により図形を

分解し，それによってなるべく単純なもの，形の良いも

のとして，図形を理解しようとする.分節によって得ら

れる図形は， “ひと筆書き"ができるとし、う特徴から，

“形の良さ"の尺度を“曲率"を用いて表現することが

可能である.この考えを発展させると，ひと筆書き図形

r の第 n 番目の高調波スベクトノレ成分の大きさを Pn で

表わすと

G(r)=-I: Pn1ogP，η 
n=ー∞

で，その図形 F の形の良さを定義することができる.

その定義によると，円は G=o， 正方形は0.874，正三角

形は 1 .23，長方形は 1.29，直線は 2.68であり，これは

われわれの日常の感覚と一致するものである.

議選環境システム務

-第 B 回日時 8 月 27 日(木) 14:00-17:00 場所:

電気通信大学出席者 7 名

テーマ Z

(1)ベルマンの人工知能について:小田中敏男

(2) On dynamic programming and its applicaｭ

tions; A. O. Esogbue 

・第 7 回 日時: 9 月 2 日(水) 18:00-21 :00 場所:

日科技連出席者 7 名

テーマ:

構造化プログラムの信頼性評価法;三費武

オベレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




